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余
暇
は
ど
う
す
ご
し
て
い
ま
す
か
。
テ
レ

ビ
ば
か
り
見
て
い
な
い
で
、
何
が
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
ス
ポ
ー
ツ
に
撫
罷
、
そ
れ
に
趣

味
と
、
町
内
に
は
た
く
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
が

あ
り
、
み
左
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

指
導
員
十
四
人
を
有
し
、
近
々
女
子
有
段

者
の
指
導
員
も
迎
え
る
予
定
で
す
。

柔
道
を
通
じ
て
遠
賀
町
青
少
年
の
健
全
な

成
長
を
目
指
し
、
熱
意
を
も
っ
て
、
親
切
て

い
ね
い
に
蕎
い
た
し
ま
す
。

▽
練
習
日
毎
週
水
、
土
間
日

▽
時
　
間
　
1
8
時
5
0
分
～
如
時

▽
場
　
所
第
一
武
襲

（
中
央
公
民
館
怒

▽
対
象
∴
小
学
一
年
生
以
上

女
子
も
大
歓
迎

▽
会
費
　
月
余
寅
千
円

入
会
金
千
円

▽
申
込
先
練
習
日
の
時
間
中
に
随
時
入
会

受
付
い
た
し
ま
す
。

▽
紐
暫
日
　
毎
週
月
、
水
、
木
、
土
田
日
、

日
曜
日
は
練
習
ま
た
は
試
合
、

週
一
、
二
回
出
席
も
可

▽
時
間
　
ュ
6
時
5
0
分
か
ら
二
時
間
澄
度

▽
場
　
所
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
対
象
　
小
学
三
年
生
－
六
年
生

▽
会
費
　
月
千
五
百
円

▽
申
込
先
嶋
崎
慎
吾

甥
（
2
9
3
）
1
3
5
5

▽
練
習
日
　
毎
日
行
な
っ
て
い
ま
す

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
弓
道
場

▽
対
∴
象
　
町
内
在
住
者
、
町
内
勤
務
者

▽
会
費
月
五
百
円

▽
申
込
先
道
場
へ
面
接
お
い
で
に
な
る
か

東
和
苑
　
池
田
紀
元

節
（
2
9
3
）
4
ュ
ェ
9
へ

飼
闘
胤
圏
閣

◎
広
波
教
室

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
、
金
曜
日

広
竣
小
学
校
体
育
館

▽
時
　
間
　
ュ
8
時
～
1
9
時
5
0
分

▽
申
込
先
　
的
月
2
1
日
（
火
）
、
工
8
時
か
ら

広
漠
小
学
校
体
育
鏡
で

▽
閉
会
晃
　
中
央
　
寺
畳
噴
憲

舘
（
2
9
3
）
2
2
6
0

▽
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日

▽
時
　
間
　
ュ
9
時
5
0
分
か
ら

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

▽
会
　
費
　
月
千
円

▽
申
込
先
　
嶋
崎
慎
吾
　
＄
（
2
9
3
）

1
3
5
5
ま
た
は
面
接
会
鴇
へ

繭
聞
圃
胤
圏
聞

経
験
の
あ
る
人
、
弓
道
を
い
ま
か
ら
始
め

た
い
人
、
ま
た
は
弓
道
に
興
味
の
あ
る
人
は

お
気
軽
に
道
場
に
お
い
で
下
さ
い
。

▽
対
　
象
∴
小
学
一
缶
生
以
上
。

女
子
水
夫
歓
迎
で
す
／

◎
遠
賀
教
室

▽
練
習
日
・
毎
週
月
曜
、
金
境
目

第
一
武
道
場

・
毎
週
火
曜
、
土
田
日

南
中
学
廃
武
道
場

・
毎
週
水
曜
、
土
曜
日

島
田
小
学
校
体
育
館

▽
時
　
間
　
1
8
時
J
1
9
時
5
0
分

▽
申
込
先
　
m
月
如
日
（
月
）
、
1
8
時
か
ら

第
一
武
道
場
（
中
央
公
民
館

旗
）
で

▽
間
合
先
　
」
劫
府
右
極
　
致

衝
（
2
9
3
）
2
9
9
4

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き
と
い
う
人
は
か

り
の
集
ま
り
で
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
固
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
0
0
分

▽
場
　
所
遠
賀
中
学
校
体
書
館

▽
対
　
象
遠
賀
中
学
校
区
内
の
マ
マ
さ
ん

▽
費
用
　
月
千
円

▽
申
込
先
　
鬼
津
i
薬
京
子

詣
（
2
9
3
）
0
3
0
1
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次のページに続く

腹
式
呼
吸
自
力
本
願
で
体
を
ほ
ぐ
す
連
動

です。
▽
練
習
日
　
毎
週
金
岡
目

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
⊥
2
時

▽
会
場
∴
公
民
館
別
館
和
室

▽
対
∴
象
　
ど
な
た
で
も

▽
会
費
月
二
千
円
、
入
会
金
二
千
円

積
立
金
百
円

▽
申
込
先
実
録
寛
信
子

℡
（
2
9
3
）
3
6
6
7

▽
そ
の
他
指
導
は
池
田
事
典
子
先
生
（
国

際
ヨ
ガ
セ
ン
タ
ー
）

運
動
し
や
す
い
軽
い
服
装
で
。

・
東
和
苑
公
民
館
　
毎
週
金
閏
日

1
0
時
－
1
2
時

▽
会
費
入
会
金
千
五
百
円

月
会
費
千
五
百
円

▽
申
込
先
東
和
苑
　
岩
辺
七
美
恵

衝
（
2
9
3
）
3
6
1
3

▽
費
　
用
　
月
会
費
八
百
円

▽
申
込
先
　
上
別
府
　
梅
田
典
子

＄
（
2
9
3
）
3
6
7
1

年
令
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
に
で
も
で
き
ま

す
。
老
化
防
止
、
肥
溜
予
防
、
腰
痛
、
肩
こ

り
、
自
律
柏
揺
英
調
気
味
の
人
に
。
ひ
や
か

し
大
歓
迎
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ど
う
ぞ
。

▽
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日

▽
時
　
間
　
調
時
0
0
分
～
1
2
時

▽
場
所
遠
賀
川
公
民
館

▽
会
費
入
会
金
五
百
円

翁
閑
開
聞
開
園
圏
▽
寡
醒
師

心
と
か
ら
だ
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
、
ス

ト
レ
ス
の
解
消
に
、
肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど
の

予
防
に
ー
・
…
。
リ
ズ
ム
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

ダ
ン
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
を
組
み
込
ん

だ
健
康
体
操
で
す
。

「
い
つ
ま
で
ム
若
々
し
く
、
美
し
く
動
け

る
か
ら
だ
に
」
を
目
標
に
、
貴
女
も
「
二
治

に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
9

▽
練
習
日
な
ど

・
広
洩
公
民
館
　
毎
週
火
時
日

1
9
時
0
0
分
～
2
1
時

・
勤
労
者
体
育
館
　
毎
週
水
曜
日

的
時
～
1
2
時

＄
（
2
9
3
）
5
4
9
4

ま
た
は
宙
撰
会
場
に

ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
楽
し
く
踊
れ
る

よ
う
に
、
一
流
の
先
生
が
初
歩
か
ら
教
え
ま

す
。
年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
間
　
1
9
時
0
0
分
－
2
1
時
5
0
分

▽
場
所
　
コ
ミ
ュ
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ボ
ー

▽
会
費
入
会
金
千
円

月
会
費
　
二
千
円

▽
申
込
先
別
府
高
杢
康
之

禽
（
2
9
3
）
2
8
3
7

ま
た
は
恒
接
会
場
へ
。

証
養
魚
、

怪
と
子
の
読
書
グ
ル
ー
プ
青
い
愛
の
会
で

は
、
絵
本
の
統
み
聞
か
せ
、
影
絵
、
大
き
な

紙
芝
居
な
ど
を
楽
し
く
制
作
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
会
員
一
同
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
例
会
日
毎
週
金
曜
日

▽
時
　
間
　
的
時
～
1
2
時

▽
場
所
英
公
民
館
和
室

▽
費
用
　
月
会
費
三
百
円

▽
申
込
先
虫
生
活
吉
野
久
幸

禽
（
2
9
3
）
1
2
6
0

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
楽
し
く
か
ら
だ
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

▽
練
習
日
・
毎
日
第
一
、
第
三
火
筒
口

調
時
～
1
2
時

・
毎
月
第
二
、
第
四
月
間
口

ェ
9
時
～
2
1
時

▽
場
所
　
コ
ミ
ュ
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
対
　
象
性
別
、
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
．

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
ス
カ
ウ
ト
集
会
所
（
元
商
工
会

館）

▽
藁
対
象

・
プ
ラ
ウ
一
丁
部
門
小
学
校
一
、
二
年
生
十
二
人

・
ジ
ュ
一
テ
部
門小
学
校
四
、
五
年
生
葦
i
名

▽
受
用
日
活
動
費
千
円
、
他
に
連
盟
登

録
費
、
保
険
料
、
制
服
代
な
ど

▽
申
込
先
新
町
院
内
明
子

衝
（
2
9
3
）
1
7
8
6

蛍
俳
副
寧

現
在
老
人
は
か
り
十
五
人
。

新
風
の
吹
き
込
み
を
期
待
し
ま
す
。

▽
句
　
会
毎
月
第
一
、
第
三
金
間
口

▽
時
　
開
　
場
時
～
1
5
時

▽
場
所
中
央
公
民
館

▽
会
費
月
五
百
円

▽
申
込
先
浅
木
玉
野
信
彦

＄
（
2
9
3
）
｝
1
0
7

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
は
、
「
目
口
開

発
」
「
人
と
の
ま
じ
わ
り
」
「
自
然
と
と
も

に
」
の
三
本
の
柱
を
中
心
に
行
わ
れ
、
異
な

る
学
年
の
集
団
の
串
で
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
よ

う
に
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
の
一
員
と
し
て

の
役
割
を
身
に
つ
け
て
行
き
ま
す
。
現
在
二

十
一
人
の
団
員
が
、
八
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
一

緒
に
楽
し
い
集
会
を
し
て
い
ま
す
。

▽
集
金
日
　
毎
週
日
曜
日

▽
例
会
日
　
毎
週
火
固
日

▽
時
　
間
　
齢
時
～
鳩
時

▽
会
　
場
　
コ
ミ
ュ
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
会
費
月
二
千
円

▽
申
込
先
上
別
府
蓮
角
梅
田
ふ
じ
え

＄
（
2
9
3
）
3
6
7
1
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▽
練
習
日
　
毎
月
第
一
、
第
三
木
曜
日

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
4
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
コ
ミ
ュ
三
ナ
ィ
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ク
ル
活
動
室
Ⅱ

▽
対
　
象
町
内
在
住
の
方

▽
費
用
　
月
全
室
一
千
五
百
円

会
場
費
　
三
百
円

▽
申
込
先
∴
松
ノ
本
　
田
代
和
子

衝
（
2
9
3
）
5
3
1
8

長
唄
、
民
謡
、
は
う
た
、
流
行
歌
な
ど
の

唄
と
三
味
線
。

▽
練
習
日
　
毎
凋
宋
頭
目

▽
時
　
間
　
的
時
～
ュ
2
時

▽
場
　
所
　
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
和
室

▽
対
　
象
宴
登
飴
を
問
い
ま
せ
ん
。

▽
費
用
　
三
味
線
月
五
千
円

唄
　
　
月
二
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
へ
古
賀
柴
田
泰
子

禽
（
2
9
3
）
1
4
9
⊥

・
契
約
駐
轟
で
は
自
主
管
理
の
徹
底
を
。

自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗

防
止
の
ポ
イ
ン
ト

初
心
碧
歓
迎
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま

す。▽
例
会
白
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
0
0
分

▽
場
　
所
新
町
公
民
館

▽
費
用
入
会
金
　
千
円

月
会
費
　
二
千
五
百
円

▽
申
込
先
新
町
　
山
本
フ
ジ
エ

禽
（
2
9
3
）
1
1
3
2

・
鍵
を
蔓
や
牛
乳
箱
に
入
れ
る
の
は
や

め
て
、
必
ず
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
ワ
ン
ド
ア
ツ
ー
ロ
ッ
ク
。
こ
れ
が
ド
ロ
ボ

ー
撃
退
の
カ
ギ
で
す
。

・
下
審
な
人
物
を
み
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
m

番
し
ま
し
ょ
う
。

少
年
非
行
の
防
止

防
犯
は
日
ご
と
蚕
」
と
地
域
ご
と

－
全
国
防
犯
運
動
（
十
月
十
一
日
～
十
月
二
十
日
）
－

十
月
十
一
日
（
土
）
か
ら
十
月
二
十
日

（
日
C
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
防
犯
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
の
重
点
と
し
て

・
乗
り
物
歪
の
防
止

・
侵
入
姿
の
防
止

・
少
年
非
行
の
防
止

を
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

自
由
で
明
る
く
平
和
な
生
酒
は
み
ん
な
の

願
い
で
す
。
犯
罪
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い

社
会
を
め
ざ
し
て
、
近
所
で
、
職
場
で
、
家

庭
で
防
犯
の
前
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

乗
り
物
盗
の
防
止

折
尾
箸
管
内
で
、
今
年
一
月
か
ら
八
月
ま

で
に
発
生
し
た
乗
り
物
歪
は
八
六
八
件
で
、

去
年
に
比
べ
二
〇
四
件
（
三
〇
・
七
ガ
）
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
盗
難
車
の
中
に
は
犯

罪
に
使
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
愛
書

盗
難
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
も
し
被
害
に
あ

っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
警
察
に
知
ら
せ
ま
し
ょ

う。
自
動
車
盗
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
窓
を
閉
め
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
も
確
実
に
。

・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
キ
⊥
吹
き
と

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
。

・
懸
軍
に
は
防
犯
登
録
を
。
（
壁
露
店
、
防

犯
協
会
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。
）

侵
入
盗
の
防
止

同
じ
期
間
に
窃
盗
件
数
は
二
〇
六
一
件

で
、
こ
の
う
ち
空
巣
な
ど
の
侵
入
歪
は
四
四

四
件
で
す
。
侵
入
姿
は
一
歩
娯
ま
れ
は
強
盗

事
件
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

優
大
釜
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
タ
イ
ム
は
、
午
後
二
時
と

午
後
九
時
で
す
。
既
寝
前
に
は
必
ず
声
語

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
か
け
る
と
き
は
必
ず
戸
締
り
を
し
て
、

隣
近
所
に
一
声
か
け
る
習
慣
を
つ
け
ま
し

ょう。

同
じ
期
間
窃
盗
な
ど
で
検
挙
さ
れ
た
少
年

は
三
七
〇
人
で
す
。

少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
健
全
吉
城
を
め

ざ
す
た
め
、
み
な
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
非
行
防
止
は
早
期
発
見
で

。
服
装
や
こ
と
ば
の
乱
れ
は
非
行
の
き
ざ
し

です。

。
持
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
非
行
の
温
床
に
な
る
場
所
に
は
、
出
入
り

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
気
を
つ
け
て
、
明
る
い
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
－
つ
。
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一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 

言誤：三言 
矛覇　ら　ぎ点 

－
）
．
．
詩
話
帝
京
の
薮
．
鱒
．
；
吉
事
蔦
∵
∵
霧
壬
∴
‥
甘
辛
霊
へ
「
．
妻
溝
－
；
高
裁
溝
；
子
ら
．

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
　
（
十
月
、
十
一

月）

十
月
、
十
一
月
は
、
国
民
年
金
制
度
を
よ

り
良
い
制
度
に
発
展
、
充
実
さ
せ
る
た
め
、

内
容
や
し
く
み
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
国
民
年
金
制
虚
推
進
月
間
で
す
。

加
入
し
て
い
ま
す
か

国
民
年
金
受
給
の
第
一
の
条
件
は
、
ま
ず

加
入
す
る
こ
と
で
す
。

◎
第
一
号
被
保
険
者
・
・
…
主
義
⊥
ハ
十
践

未
満
の
自
営
業
な
ど
の
人
と
そ
の
家
族

◎
第
二
号
被
保
険
者
…
・
・
O
L
、
サ
ラ
リ
ー

相
殿
し
て
ま
す
疑
問
点

第
三
の
条
件
は
自
分
の
年
金
の
こ
と
を
正

確
に
つ
か
む
こ
と
で
す
。

年
金
制
度
の
し
く
み
は
や
さ
し
い
よ
う
で

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り
か
な
り
複

雑
で
す
。
近
所
の
人
、
と
も
た
ち
か
ら
囲
い

た
こ
と
や
、
知
り
合
い
の
人
の
例
な
ど
で
自

分
な
り
の
理
解
を
さ
れ
て
い
る
と
、
不
測
の

事
故
や
、
年
雲
量
け
る
年
齢
に
な
っ
た
と

き
、
思
い
違
い
の
た
め
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
わ
か
ら
な
い
点
、

疑
問
に
思
う
点
は
、
一
人
合
点
せ
ず
に
役
場

年
金
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
し
て
ま
す
全
員
で
〃

完
納
し
て
ま
す
保
険
料
〃
‥

相
戦
し
て
ま
す
疑
問
点
〃

の
基
礎
年
雪
一
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
パ
ン
方
ス
の

事
故
を
鵬
こ
ら

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
私
た
　
防
ぐ
。

ち
の
生
活
に
全
く
で
は
を
ら
　
○
接
続
部
に
は
必
ず
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
つ
け

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
式

の
N
N
．
∞
8
×
蒲
蔀
軍
書
毒
正
隆
×
滴
落
掌
滅
溺
由
嫁
×
＋

i

i

i

i

i

i

1

1

J

割

引

日

割

山

勘

矧

工

や

対

i

i

－

－

－

i

マ
ン
な
ど
の
厚
生
年
金
加
入
者

弱

輩

持

続

灘

灘

灘

騒

の
奥
さ
ん

こ
の
よ
う
に
、
新
年
金
制
度
は
全
員
が
国

民
年
金
の
加
入
者
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
加

入
後
は
就
職
、
退
職
、
結
婚
な
ど
、
人
生
の

節
目
こ
と
に
必
ず
手
続
き
が
必
要
で
す
。

完
納
し
て
い
ま
す
か

第
二
の
条
件
は
保
険
料
の
納
付
で
す
。

自
営
業
、
農
林
漁
業
従
溶
着
と
そ
の
家
族

な
ど
の
第
一
号
被
保
険
者
は
、
自
分
で
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
こ
そ
毎
金
を
受
け

る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
第
三
号

被
保
険
者
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
の
制
度
か
ら
、
ま
と
め
て
負

担
さ
れ
ま
す
。

「
城
壁
磐
嚢
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支

給
法
」
が
改
正
さ
れ
、
戦
傷
病
者
の
菱
の
方

に
、
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

露
営
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉

係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

対
象
者

①
　
六
十
一
年
十
月
一
日
現
在
増
加
恩
給
な

ど
（
第
五
軟
症
以
上
）
を
受
け
て
い
る
戦

傷
病
者
の
妻
で
、
本
年
五
月
に
特
別
給
付

金
を
受
給
し
た
方
。

た
だ
し
、
五
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に

増
加
恩
給
な
ど
の
受
給
を
は
じ
め
た
戦
傷

病
者
の
菱
お
よ
び
同
日
以
後
に
戦
傷
病
者

と
婚
姻
し
た
妾
の
方
は
対
象
外
で
す
。

⑧
特
別
給
付
金
を
本
年
五
月
に
受
け
た
方

で
、
夫
（
戦
傷
病
考
が
五
十
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
方
。
（
現

在
お
持
ち
の
国
債
償
還
が
終
了
し
た
年
に

申
請
で
き
ま
す
。
）

※
今
ま
で
、
時
効
な
ど
で
特
別
給
付
金
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
も
、
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
　
ュ
0
月
ュ
日
か
ら

受
付
場
所
　
役
場
　
福
祉
係

持
っ
て
く
る
も
の

・
恩
給
証
書
な
ど

。
特
別
給
付
金
の
国
債
ま
た
は
裁
定
通
知
書

・印鑑

花
で
も
燥
発
し
ま
す
。

○
無
色
、
無
臭
。
で
も
、
漏
れ
た
と
き
す
ぐ

あ
か
る
よ
う
に
臭
い
が
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

使
用
上
の
注
意

○
使
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
腫
れ
を

○
と
き
ど
き
換
気
を
し
て
、
酸
素
の
欠
乏
を

て
は
い
け
を
い
。
ス
イ

ッ
チ
の
点
滅
で
火
花
が
飛
ぶ
と
爆
発
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
窓
を
あ
け
て
塗
丸
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
し
ま

す。
○
ガ
ス
の
元
栓
、
ボ
ン
ベ
の
弁
を
閉
め
る
。

○
ガ
ス
会
社
、
ま
た
は
消
防
署
に
療
霜
を
と

る。
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＞
どこの県のマー
クでしょう？

（答はこのペー
ジ左下に）

▽　▽　▽
要目時日路

付同　所

お
印
誓
②
憧

日

0

夢

0
さ
れ
る
方
は
、
十
月
十
五
日
ま
で
に
役
場
福
　
▽
そ
の
他

若
年
母
ヱ
i
家
庭
（
二
十
歳
未
満
の
子
を
も

つ
母
親
と
子
）
を
対
象
に
、
母
と
子
が
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
、
母
子
家
庭
相
互
の
絆
を

深
め
る
目
的
で
、
次
の
と
お
り
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
如
月
1
9
日
（
日
）

受
付
　
9
時
5
0
分

開
始
　
同
時

午
前
母
と
子
の
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン

午
後
焼
肉
会
、
そ
の
後
母
子

福
祉
制
度
な
ど
の
研
修

会

▽
場
　
所
　
コ
ミ
ュ
三
ナ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
そ
の
他
費
用
は
無
料

▽
聞
合
先
役
場
福
祉
課
福
祉
係

祉
係
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
同
月
1
7
日
（
金
）

1
0
時
5
0
分
～
ュ
2
時

▽
場
　
所
　
慰
霊
塔
前

（
遠
賀
中
学
校
校
庭
）

声
畑
市
民
会
館

1
0
時
5
0
分
～
推
時
0
0
分

れ
月
日
日
、
Ⅱ
月
1
2
日
の
両
目

北
九
州
市
消
防
局
で
（
1
0
時
～

16時）
詳
細
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
予
防
係
、
＄
（
2
9
3
）
1

2
3
1
ま
で

襲
早
末
科
　
二
十
人

▽
寒
薬
餌
蘭

・
推
せ
ん
入
学
昭
和
6
1
年
n
月
1
日
～

昭
和
6
1
年
n
月
1
9
日

二
股
入
学
　
昭
和
6
2
年
1
月
1
2
日
～

昭
和
6
2
年
2
月
3
日

▽
間
合
先
　
川
内
職
業
訓
盤
領
天
学
校
学

生
課
、
＄
0
9
9
6
（
2
2
）

2
1
2
1
へ
。

－
」
ま
で
態
と
き
は

昭
和
6
2
年
2
月
1
日
（
学
を

昭
和
経
年
2
月
2
日
（
人
物
）

次
の
基
地
を
改
葬
し
ま
す
の
で
、
宮
本
名

義
の
墳
墓
の
所
有
者
と
縁
故
者
は
、
十
一
月

三
十
日
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
ま
で
に
申
し
出
の
な
い
掲
合

は
、
無
縁
仏
と
し
て
改
葬
さ
れ
ま
す
。

▽
所
在
地
熊
本
県
菊
池
郡
七
城
町
大
字
杯

向
学
大
久
保
一
八
七

▽
管
理
人
熊
本
県
菊
池
郡
七
城
町
大
字
林

原
六
〇
〇
－
二
　
守
井
良
臣

▽
連
絡
先
熊
本
県
菊
池
市
大
字
限
府
二
二

一
七
－
一

熊
本
県
菊
地
謡
務
所
、
＄
0
9

6
8
2
（
5
）
4
1
6
1
へ
。

折
尾
簡
易
裁
判
所
調
停
委
員
が
、
無
料
で

相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
内
容
は
一
切
秘
密

が
守
ら
れ
ま
す
。
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

こ
の
機
会
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
1
0
月
1
6
日
（
木
）

▽
場
所
岡
垣
町
山
田
、
東
部
公
民
館

▽
相
談
内
容

。
土
地
、
建
物
に
関
す
る
問
題

・
金
銭
に
関
す
る
問
題

・
交
通
事
故
に
関
す
る
問
題

・
家
庭
内
の
問
題
・
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
衛

生
部
医
務
課
鼻
祖
同
市
博
多
区

東
公
園
1
の
1
）
、
禽
0
9
2

（
6
2
2
）
0
1
1
5
へ

…
翠
午
1
別
か
（
＝
筆
裏
を
宮
詣
し
て
風
雲
幽

I
I
 
I
”
r
 
S
　
出
田
　
本
因
坊
　
武
宮
　
正
樹
　
1
　
　
出
餌
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

自
失
生
き
・
9
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
石
の
下

3
分
で
1
綴
、
2
分
で
初
級
。

遺
族
会
主
催
で
、
戦
没
者
敬
重
祭
が
挙
行

さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
に
転
入
さ
れ
、
遺
族
会
に
所
属
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
敬
重
祭
に
診
列
を
希
望

▽
講
習
日
　
n
月
2
7
日
、
1
2
月
2
日

成
月
3
日
、
〃
2
月
4
日

の
う
ち
の
一
日

充
実
し
た
施
設
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に

応
じ
た
指
導
を
、
小
数
緯
餅
で
行
な
っ
て
い

ます。
▽
費
人
員
生
壁
機
械
科
　
二
十
人

金
属
成
形
科
　
二
十
人

自
動
車
科
　
　
二
十
人

色
気
科
　
　
　
十
　
人

得
手
科
　
　
　
十
　
人

臼
∴
叫
n
C
　
の
　
〉
壬
∴
堆
凪
ぐ
　
〉

粕
二
刀
三
馬
艶
朝
∴
粕
二
王
三
部

詳
禦
蒜
誓
言
諾

。
噂
的
鄭
憧
　
江
挫
回
鍬

－
雲
二
鯖
∴
准
　
、
、
沌
く

図

－

串

、

　

　

0

0

∴

（

し

、

　

Z

P

V

三

題

∴

宙

　

一

一

一

8

〓

輔

響

3

、

　

日

二

生

一

部

、
フ
！
止
「
イ
∴
∴
童
、
轍
、

8
落
∵
＋
煎
∴
－
止
す
∴
∴
凹

一

対

。

甥

　

　

t

t

一

、

壬

○
貴
需
の
土

工
碍
写
壬
田
を
I
q
、
呼
÷
÷
甘
辛
〟

1
日
、
エ
締
ま
専
守
掌
の
土
の
里

へ
櫨
正
賓
邸
）
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西川の源流

震謹縞講窪蓋

続
遣
わ
貝
町
文
学
散
歩

⑳

西
川
を
遡
る
（
弧
）

八
尋
駅
の
在
っ
た
あ
た
り
か
ら
西
へ
、
田

ん
ぼ
道
恵
一
し
ゆ
く
と
人
家
の
間
へ
道
が
狭

く
な
る
。
瞳
の
そ
こ
こ
こ
に
洞
珠
沙
華
が
紅

く
限
と
り
、
稲
も
心
な
し
か
熟
れ
い
そ
い
で

其
の
聞
一
里
あ
り
。
－

十
書
か
れ
て
い
る
。
い
ま
で
は
あ
ま
り
通

る
人
も
な
い
の
だ
ろ
う
。
地
図
に
白
山
峠
と

出
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
志
国
土
範
」

に
善
か
れ
て
い
る
の
は
一
寸
誤
り
の
よ
う
で

÷
葦
－
白
山
峠
の
南
の
峠
（

新
幹
諒
の
ト
ン
ネ
ル

轡
緊
紫
　
　
の
あ
る
と
こ
ろ
）
を

か
ら
赤
米
峠
を
越

し
て
赤
間
へ
出
る

通
は
、
太
閤
道
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

「
筑
前
国
続
風
土

紀
」
に
は

越
す
と
、
ゴ
ル
フ
場

の
あ
た
り
を
通
り
赤

間
へ
出
る
こ
と
が
で

きる。

思
え
る
。

西
川
は
、
さ
ら
に
小
さ
い
流
れ
に
な
り
な

が
ら
、
宣
布
を
す
ぎ
、
新
幹
線
の
下
を
南
に

上
る
の
で
あ
っ
た
。
ど
こ
ま
で
行
け
ば
そ
の

源
に
な
る
の
か
、
平
凡
な
風
景
だ
が
こ
こ
ま

で
来
る
と
、
最
上
流
ま
で
ゆ
か
ね
は
帰
る
わ

け
に
ゆ
か
な
い
。

道
の
右
を
ま
い
て
小
さ
い
流
れ
は
宮
田
越

し
の
県
道
に
沿
っ
て
の
ぼ
る
。

中
畑
の
集
落
を
す
ぎ
、
こ
ん
と
は
左
に
い

よ
い
よ
六
ケ
岳
に
と
り
つ
く
。
し
ば
ら
く
急

な
流
れ
に
な
り
ま
も
な
く
奥
畑
を
抜
け
る
と

樹
木
に
囲
ま
れ
た
が
池
あ
る
。
地
図
を
見
る

と
梅
谷
池
と
あ
る
。

そ
の
十
滴
は
い
よ
い
よ
木
の
根
、
草
の
根

か
ら
湧
く
、
さ
な
か
れ
で
あ
る
。

三
宅
繋
嘉
さ
ん
（
虫
生
津
）
全
国
大
会
へ

－
　
全
国
身
体
障
害
者
体
育
大
会
～
－

十
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
両
日
、
山

三
宅
さ
ん
は
、
先
日
行
な
わ
れ
た
福
岡
県

梨
県
甲
府
市
で
開

催
さ
れ
る
全
国
身

体
障
害
者
体
育
大

会
の
砲
丸
披
け
踵

技
に
、
虫
生
活
の

三
宅
繋
爵
さ
ん
が

福
岡
県
選
手
と
し

薩
田

て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員
が
代
り
ま
し
た

－
太
閤
道
、
倉
久
村
の
耀
な
る
道
を
太
閤

通
と
云
ふ
。
秀
吉
公
、
肥
前
名
護
屋
に
下
り

玉
ふ
時
、
通
り
給
ひ
し
故
こ
の
名
あ
り
。
昔

の
道
筋
は
芦
屋
よ
り
鞍
手
郡
古
田
に
行
き
、

そ
れ
よ
り
南
の
損
を
越
へ
て
、
四
郎
丸
、
倉

久
へ
下
り
、
四
郎
丸
の
欝
満
願
寺
の
辺
り

よ
り
、
又
西
の
方
高
さ
山
に
上
り
、
下
り
て

赤
間
の
駅
の
東
へ
出
つ
。
足
秀
吉
公
の
通
り

玉
ひ
』
普
通
也
。
又
上
乗
村
よ
り
宗
像
郡

藤
原
村
へ
越
す
山
路
を
赤
木
越
え
と
云
ふ
。

通
の
下
を
通
り
、
こ
ん
も
り
茂
っ

た
杜
の
中
に
鎮
座
す
る
六
ケ

岳
神
社
に
参
拝
す
る
。

拝
穀
に
懸
け
ら
れ
て
い
る
「
三

相
の
図
」
に
昔
の
言
い
伝
え
、
宗

像
宮
の
神
様
が
こ
の
地
に
降
り
て
、

さ
ら
に
宗
像
の
地
へ
移
ら
れ
た
と

三
言
　
秋
警

追
　
肥
い
っ

遠
賀
町
の
身
体
障
害
老
枯
淡
貝
が
、
次
の
　
▽
相
談
貝

方
々
に
代
り
ま
し
た
。

お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

J
t
－
－
－
≡
－
1
ノ
ー
、
－
－
≡
－
－
－
ヽ
’
ヽ
－
－
－
≡
－
’
l
●
三
三
．
i
ヽ
《
－
－
－
三
－
●
1
．
三
三
●
i
l
－
≡
－
．
－
i
i
三
【
≡
ヽ
－
一
一
．

…

秋

の

史

蹟

探

訪
松
ノ
本
柴
田
　
治
美
氏

虫
生
津
白
石
三
治
郎
氏

い
う
伝
説
が
あ
る
。
神
に
関
り
の
あ
る
哀
宋

神
田
、
八
尋
神
田
、
柏
崎
な
ど
の
地
名
か
ら

も
そ
う
し
た
こ
と
を
表
つ
け
で
き
る
よ
う
に

は
い
に
吸
う
の
だ
っ
た
。

（
片
山
花
街
史
）

朝
倉
地
方
に
斉
腸
詰
の
開
聞
之
宮
跡
を

た
つ
ね
、
謡
曲
「
綾
の
つ
つ
み
」
の
吾
を

思
い
、
日
田
市
の
成
宜
園
に
鹿
瀬
淡
窓
を

偲
び
、
豆
田
町
の
町
並
み
や
小
農
日
焼
の

里
を
見
学
し
ま
す
。
会
員
外
の
ご
参
加
も

歓
迎
し
ま
す
。

▽
鄭
　
日
　
脚
月
2
2
日
（
小
雨
決
行
）

▽
集
合
　
8
時
、
公
民
館
別
館
前

二
千
五
百
円
（
中
食
は
各
自

持
参
く
だ
さ
い
）

虫
生
注
　
水
口

論
（
2
9
3
）
ュ
5
3
9
へ

ュ
0
月
ュ
8
日
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
の
で
早
目
に
）

遠
賀
町
郷
＋
支
化
研
究
会



ヽェ二二「ぜ

浅木1000番地の5

坂田　智大くん

〈芳恩享さんの瑚）
昭和60年12月17日生

生まれた時は3，960g。い

ままで病気らしい病気をし
たことがなく、泣く時も、

笑う時も大きな声で健康そ
のもの。もう一人立ちをし

ます。将来が楽しみです。

声タ

／ノ′ィえシ

広渡59番地の7

新井　智代ちゃん

（鶉奏さんの二女〉
昭和60年11月19日生

男の子らしさ（の　と、
人並み外れおとなしさとで

定評のある私です。お陰で
この裏はルンルン気分で、

キャンプに三度もお供しち

やった。ラッキー〟

「元気な赤ちゃん」を募集しています

希望者は、ハガ手に住所、父母の氏名、赤ちゃんの

名前（緩みがなをふってください）と生年月日、続柄、

1電話番号を記入の上、遠賀町役場「元気な赤ら○ん係」

までお出しください。今ならわりと早く載ります。

苅象は1歳未滞京の赤ちeんです。写真は係が撫豪多に

伺うか、手ゴ専ちのおすずめ写真があればそれを使用す

ることもできます。写真がある場合はハガキにその旨

簡1人．してください。

：「：三溝 に、薩轟 

し　鶏　　　　　　　　、ろ　○　　で　肉 

）o
o
（餅八の鍔⑬㊨

好
天
に
恵
ま
れ
た
九
月
六
日
、
遠
賀
町
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
第
二
回
青
少
年
の

主
張
遠
賀
町
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
町
内
の
各
小
学
校
、
中
学
校
、
枯

枝
の
P
T
A
の
全
面
的
協
力
も
あ
り
、
会
場

は
溢
れ
ん
は
か
り
の
盛
況
で
し
た
。

発
表
者
と
し
て
小
学
生
三
人
、
中
学
生
十

人
、
癌
攫
生
三
人
が
壇
上
で
自
分
の
主
張
を

元
気
よ
く
述
べ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

県
民
会
議
で
審
査
の
結
果
、
遠
賀
南
島
学

壁
二
年
の
東
久
美
子
さ
ん
と
、
遠
賀
中
学
校

か
ら
一
大
が
入
選
し
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く

県
大
会
の
日
程
が
遠
賀
中
学
校
の
体
育
大
会

と
重
な
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
出
現
を
辞

退
し
、
東
さ
ん
だ
け
が
旧
芙
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
九
月
二
十
八
日
に
筑
紫
野
甫
文
化
会

館
で
行
わ
れ
た
県
大
会
で
、
寅
さ
ん
は
よ
く

健
闘
し
、
「
秀
（
六
人
）
」
に
つ
ぐ
「
良
（
九

人
）
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
　
会
　
覚
　
表
　
書

「
〃
、
？
、
〃
、
〃
L

I
　
第
一
一
回
青
少
年
の
主
張
遠
賀
町
大
会
　
－
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▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
持
参
晶

8
月
宣
9
日
～
ュ
0
月
ュ
6
日
ま
で
の

地
区
巡
回
で
実
施
し
た
時
に
、

検
診
の
対
象
者
で
受
け
て
い
な

い
大

皿
月
8
日
（
土
）

8
時
0
0
分
～
n
時

ュ
3
時
～
⊥
5
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

役
場
か
ら
通
知
の
ハ
ガ
キ
ま
た

は
健
康
診
査
個
人
票
ま
た
は
結

核
検
診
受
診
票

壱
お
い
て
二
回
撰
硬

▽
料
金
　
三
歳
～
中
学
生
以
下
は
無
料
、

十
五
歳
以
上
は
一
回
に
つ
き
七

百
五
十
円

▽
持
参
品
印
鑑
、
料
金

▽
注
　
意
助
の
体
温
を
必
ず
は
か
っ
て
行

っ
て
下
さ
い
。

▽
問
診
票
の
配
布
　
三
歳
～
中
学
生
以
下
、

生
保
お
よ
び
町
県
民
税
が
均
等

割
額
以
下
の
世
帯
の
人
は
、
無

料
用
の
問
診
票
を
配
布
い
た
し

ま
す
の
で
、
役
場
に
印
鑑
轟

参
し
て
下
き
い
。

な
お
論
結
以
外
の
人
は
問
診

票
を
各
医
院
に
お
い
て
い
ま
す

農
軍
書
細
の

〔
出
田
⑰

お
見
舞
に
行
く
と
き
は
、
病
人
に
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
な
ど
周
囲
の
方
へ
の
心
遣
い
が

必
箆
で
す
。
せ
っ
か
く
の
お
見
舞
が
、
か
え

っ
て
あ
り
が
た
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

二
、
三
人
に
と
ど
め
た
い
も
の
で
す
。

語
H
を
選
ぶ

病
院
で
の
会
話
は
、
病
人
の
心
を
ひ
き
た

だ
せ
る
よ
う
な
明
る
い
話
題
を
選
ぶ
よ
う
、

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
病
人
は
と
か
く

気
弱
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
精
神
的
に
も
不

安
定
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
に
傷
つ
き
が

ち
で
す
。

n
月
8
日
（
土
）

8
時
5
0
分
～
Ⅱ
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

役
場
か
ら
通
知
の
ハ
ガ
キ

▽
期
　
日
　
ュ
0
月
2
7
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
刻
分
～
ュ
5
時

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
期
　
日

▽
秘
　
所

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
接
穂
方
法

n
月
1
日
～
ュ
2
月
ェ
5
日

町
内
の
次
の
医
院
（
衛
藤
小
児

科
医
院
、
青
柳
医
院
、
遠
賀
浅

水
内
科
医
院
、
橋
本
医
院
、
花

野
医
院
、
母
子
記
念
病
院
）

各
医
院
、
病
院
の
診
寮
時
間
内

三
歳
以
上
の
希
望
者

一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
寝
受
領
者
）

新
生
児
の
扱
い
方
、
入
浴
指
導

母
子
草
寝
交
付

無
料

時
期
と
時
間
を
選
ぶ

お
見
舞
の
時
期
は

病
状
が
落
ち
つ
き
、

あ
る
い
は
回
復
に
向

っ
て
、
病
人
が
退
屈

し
始
め
た
こ
ろ
が
最

適
で
す
。
病
状
の
重

い
と
き
や
、
手
稿
後

間
も
な
い
こ
ろ
の
お

見
舞
は
、
病
人
も
看

護
の
家
族
も
疲
れ
て

お

見

舞

周
囲
の
人
へ
の

心
遣
い
も
忘
れ
ず
に

▽
接
種
日

ェ
0
月
紬
日
（
金
）

群
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
9

月
2
5
日
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

い
る
の
で
、
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
へ
お
見
舞
に
行
く
際
は
、
な
る
べ
く

午
後
の
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
食
事
と
き
や
夜
間
、
な
に
か
と
や
わ
し

い
午
前
中
は
、
家
族
に
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
病
院
へ
の
お
見
舞
は
、
必
ず
面
会
時
間

を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
あ
ま
り
多
人
数
で
行
く
の
も
考
え

も
の
。
一
度
に
行
く
人
数
は
、
せ
い
ぜ
い

病
院
の
裳
口
は
、
個
室
で
な
い
限
り
周
囲

の
病
人
の
こ
と
も
考
え
て
、
話
題
に
気
を
配

り
た
い
も
の
で
す
。

お
見
舞
に
ふ
さ
わ
し
い
晶

ふ
さ
わ
し
く
な
い
晶

見
舞
品
は
、
病
気
の
額
、
病
状
な
ど
に

合
わ
せ
て
、
適
切
な
も
の
を
選
び
ま
す
。
で

き
れ
ば
、
前
も
っ
て
周
囲
の
人
に
、
病
人
の

様
子
、
好
み
を
聞
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

花
は
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
見
舞
品
で
す

が
、
香
り
や
色
の
離
す
き
る
も
の
、
緑
超
の

思
い
花
言
葉
を
持
つ
も
の
な
ど
は
避
け
ま

す
。
鉢
植
え
も
「
根
付
く
」
と
嫌
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
避
け
た
ほ
う
が
無
難
で

す
。
ま
た
、
花
を
贈
る
と
き
は
、
花
ぴ
ん
を

つ
け
て
あ
げ
る
と
容
ば
れ
ま
す
。

飲
食
物
は
、
病
気
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
る

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
退
屈
を
紛
ら
わ
す
た
め
の
本
、

着
替
え
の
寝
間
着
、
ベ
ッ
ド
に
起
き
上
が
っ

た
と
き
に
羽
織
る
肩
か
け
や
ケ
ー
ブ
、
彩
り

の
美
し
い
ス
リ
ッ
パ
、
身
だ
し
な
み
を
整
え

る
壬
頭
な
ど
も
喜
ば
れ
る
見
舞
品
と
い
え
ま

す。
ま
た
、
お
見
舞
に
行
っ
た
ら
、
看
護
す
る

人
へ
の
心
遣
い
も
忘
れ
ず
に
。
品
物
を
贈
る

こ
と
に
限
ら
ず
、
代
わ
り
に
買
い
物
に
行
っ

て
あ
け
た
り
、
洗
濯
を
手
伝
っ
た
り
す
る
こ

と
も
、
立
派
な
一
見
舞
品
．
と
な
る
で
し
ょ

う。一

葉

と

健

康

の

週

間

“

圏
閉
園
臆
器

…
1
0
月
2
0
日
～
2
2
日
（
9
時
～
1
8
壁
二

南
　
天
神
曲
泰
イ
ベ
ン
ト
テ
ナ
ー
…



調の遼掲脚壷頭語軍書下周

行却こよっては時間中途からの参加ができなかったり、また、他の参加者に迷惑をかけたりします。謡前に確かめて・

遅れないようにしましょうo

日 �暇 �行‾　碧　　内　　容 �時　間I実施会場 �担当係名 �対象や終了時間など �詳　細 

16 �木 �総　　合　　検　　診 �島講＝函浅木公瑚 �保健衛生係 �田ガン検診の受付は 11：00まで � 

17 �金 �野　草　教　室　⑨ �13：30－15中央公民館 �社会教育係 �野草教室生 � 

20 �月 � �19；00一21：車券育 �体　育　係 � � 

21 �火 �健康体操教室⑦ �10：00－12：00層竺育 �体　育　係 �健康体操教室生 � 

22 �水 � �19：30－21‥301鵠空曹 �体　育　係 � � 

23 �木 �心　配∴ご　と　相　談 �13；00－16車軸別館 �社会福祉 協憩会 �この機会をこ利用ください � 

26 �日 �第4回町民体育大会 インディアカ競技 �9：00一　層竺育 �体　育　係 �20歳以上の男女 ・開会式9：00 ・競技開始9：30 � 
第4回町民体育大会 硬式庭球競技 �9：00一　膳緊 �体　育　係 �一般男女 ・開会式9：00 ・競技開始9：30 � 

27 �月 �妊　　婦　　相　　識 �13：20－15車糊健室 �保健衛生係 �欝掌帳交付 �9ページ 

31 �金‘ �野　草　教　室　⑱ �13：30－15車松屋館 �社会教育係 �野草教室生 � 
l？：10－　上腿民館 �保健衛生係 �24カ月－48カ月児 �広報9月 25日号 三越混合予防按趣 

小
松
方
正
氏
の
講
演
も

－
　
遠
賀
町
文
化
祭
　
－

第
十
一
回
遠
賀
町
文
化
祭
を
開
催
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
作
品
出
品
と
こ
統
覚
を
待

っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
n
月
1
日
（
金
）
1
3
時
～
1
7
時

8
日
（
土
）
9
時
～
1
7
時

9
日
（
日
）
9
時
～
1
6
時

▽
会
場
英
公
民
館

▽
主
催
遠
賀
町
蟄
墓
貴
会

催
し
物

◎
蜃
ホ
会
（
1
日
～
9
日
）

●
公
民
館
の
都

○
生
花
　
○
ち
ぎ
り
絵

○
和
裁
　
○
手
書
き
霜

○
洋
裁
　
○
紙
粘
土

○
手
芸
　
○
瞳
籍
民
俗
資
料

●
一
般
作
品
の
部

○
密
通
　
○
短
歌

○
俳
句
　
○
陶
芸

○
絵
画
　
○
写
真
そ
の
他

◎
文
化
講
演
会
（
8
日
、
ェ
3
時
5
0
分
～
1
5
時
）

●
テ
ー
マ
　
「
役
者
の
く
ず
舘
か
ら
」

●
講
師
小
松
方
正
氏

（
俳
優
・
レ
ポ
ー
タ
ー
）

◎
芸
能
大
会
（
9
日
9
時
4
5
分
～
⊥
5
時
5
0

分）

瓜
展
示
作
品
の
申
込
と
故
人
・
搬
出
V

m
月
3
1
日
（
会
ま
で
に
、
英
公
民
館

窓
口
に
あ
る
申
込
書
で
韻
事
委
員
会
社
会
教

育
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
搬
入
と
搬
出
は
出
品
者
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
搬
入
　
6
日
（
木
）
9
時
～
1
7
時

7
日
（
金
）
9
時
～
⊥
3
時

▽
問
い
合
せ
　
社
会
教
育
課

衝
（
2
9
3
）
L
3
5
5
へ

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
こ
う
よ
ク

マ
イ
カ
ー
の
家
族
連
れ
を
対
象
に
、
マ
イ

カ
ー
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
き
ま

せ
ん
か
。
今
、
大
切
な
の
は
家
族
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
た
く
さ
ん
の
方
の
義
和
を

待
っ
て
い
ま
す
。

▽
期
日
　
調
月
1
9
日
（
白
）

▽
集
合
　
8
時
（
役
場
前
広
場
）

▽
行
先
背
振
山
系
井
原
山
（
鰍
筋
）

▽
費
用
大
人
千
円
、
孟
些
五
百
円

▽
蟄
珍
品
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

▽
申
込
先
尾
崎
松
井
登

載
（
2
9
3
）
0
3
5
3


